
0～5年 5
6～10年 8
11～15年 3
16～20年 0
21年以上 0

２.保険領域区分
（重複回答あり）

医療 8
介護 9
その他 0

（重複回答あり）

急性期 0
回復期 7
維持期 6
その他 1

（重複回答あり）

身体障害 10
精神障害 0
発達障害 0
老年期障害 6
その他 0

一般社団法人静岡県作業療法士会　　　平成27年度
生活行為向上マネジメント推進研修会 ABコース　　アンケート結果

日時：平成27年7月4日（土）　10：30～16：30　　　会場：介護老人保健施設グリーンヒルズ藤枝

３．病期区分

４．分野区分

１．経験年数

参加者：17名　　　　アンケート提出者：16名　　　　回収率：94.1％

50% 43% 

7% 

急性期 回復期 維持期 その他 

62% 

38% 

身体障害 精神障害 発達障害 老年期障害 その他 

31% 

50% 

19% 

0～5年 6～10年 11～15年 16～20年 21年以上 

47% 
53% 

医療 介護 その他 
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できるだけ参加 11
ときどき参加 3
不参加 2

５．③退院調整会議または，ケアプラン会議でOTが説明に心掛けている内容
（重複回答あり）

疾病・障害 5
心身機能・構造 9
ADL 13
IADL 9
活動・参加 13
環境 9
ニード 7
問題点 5
対象者の強み・利点 6
対象者の不安・心配事 8
改善・維持の可能性 8
予後予測 5
合意した今後の目標 2
今後の練習・支援プラン 2
その他 0

５．②その理由

５．①退院調整会議または，ケアプラン会議への参加頻度

0 

5 

10 

15 
疾病・障害 

心身機能・構造 

ADL 

IADL 

活動・参加 

環境 

ニード 

問題点 

対象者の強み・利点 

対象者の不安・心配事 

改善・維持の可能性 

予後予測 

合意した今後の目標 

今後の練習・支援プラン 

69% 

19% 

12% 

できるだけ参加 ときどき参加 不参加 

【出来るだけ参加している】11   【ときどき参加している】3 
スタッフと連携を取るため。 

訪問リハに従事しているため、ケアマネや他のサービスの方や家族との連携が不可欠なため。 

多職種での情報共有のため。 

患者の方向性を決定し、関わり方の見直しが出来るため。 

地域の状況や利用可能なサービスなど色々な情報を得られるから。 

評価内容を具体的に伝えないと退院後にレベルが低下してしまう印象があるため。 

退院後の対象者の混乱を防ぐため。 

リハビリで出来るようになったことを退院後も継続して行えるように、出来る限り情報交換をしたいから。 

チーム内でリハビリの想いを伝えるため。 

退院後に関わるスタッフと直接話をしたいため。 

会議へ参加するシステムになっています。 

OT一人職場のため参加しています。 
 

【参加していない】1 
時間調整が出来ないため不参加。  参加できる知識やスキルを持ったOTがいないから。 
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６．①今後、生活行為向上マネジメントを活用したいと思いますか？

はい 14
いいえ 1
どちらでもない 1

６．②その理由

７．今回の地区勉強会の感想・ご意見

88% 

6% 6% 
はい いいえ どちらでもない 

分かりやすい研修会でした。ありがとうございました。 

実際の事例検討もあり分かりやすかったです。ありがとうございました。 

ディスカッションでは予後予測で若干の意見や考え方が異なることがあり、難しくもあり面白かったです。 

【はい】14 
OTが活用できるツールだと思います。 

IADLや参加に焦点を当てた介入をした対象者には、申し送り表を活用していきたい。 

考え方として業務に取り入れていきたい。 

目標や行うべきことが見える化できて、連携する際や訓練を行う上でも有効に使えると思うため。 

家族やケアマネに伝達する際にとても分かり易いと思うから。 

使い初めに不安を感じることがありそうですが、考え方が分かり易いと思うので活用していきたい。 

対象者と一緒に考えていける形が良いところだと思います。 

PT,OT,STの役割の明確化ができるから。 

機能訓練だけではなく、対象者の生活を365日24時間で捉えてみる必要がある。 

機能やADLに視点が置かれ、対象者のQOLが疎かになっているように感じるから。 

その人全体を評価し、把握するには良いツールだと思う。 

対象者の思いを中心に進んでいくところが良いと思う。 

作業の大切さが形として伝わり易いと思う。 

シート記入に時間がかかりそうだが、このシートを使えば多職種や家族に納得してもらえそうなため。 

OTとしてOTらしくリハビリを提供していくためには活用していきたい。 

作業に焦点を当てた介入を行っていくべきだと考えます。 

OTとして作業に焦点を当てた考え方が出来るから。 

ADL以外の活動参加に対する視点が全職員に乏しいため、そういった視点を分かり易く説明し、効果的に

プランに組み込むために活用していきたい。 

【いいえ】1 
まだ自分自身が知識や技術が不十分で、もっと学んでからにしたいです。 

【どちらともいえない】1 
半年での卒業はハードルが高いと感じますし、現状は時間が無いです。 

＜今後のお知らせ＞ 
◆MTDLP研修会Cコース（事例検討会） 

H27年9月27日浜松医科大学附属病院／H27年10月4日介護老人保健施設グリーンヒルズ藤枝 

◆MTDLP研修会（ABコース） 

H27年11月29日東部地区／H27年12月5日西部地区／H27年12月20日中部地区（1日コース） 
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